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講演
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｢日本産業界の環境保護活動｣’

原稽之助 (はられいのすけ）

'1925年３月31日生まれ

'1946年９月東京大学薬学科卒業

'1951年9月同大学理学部化学科大学院卒業
'1951年~52年電気通信大学講師･理化学研究所々 員
'1952年～56年在米研究生活、1955年国連職員

'1956年～59年日本原子力研究所主任研究員

'1959年～69年国際原子力機関研究副部長

'1969年9月㈱第二精工舎(後にセイコー電子工業㈱､現セイコー
インスツルメンツ㈱）入社

'1987年６月同社代表取締役・取締役社長

'1993年６月同社取締役副会長

｜現在同社顧問、セイコーイージーアンドジー㈱会長

|理学博士、米国ルイジアナ州立大学名誉科学博士号取得、藍綬褒章受章。

|スウェーデン王立工学アカデミー(IVA)会員。日瑞基金会長、日填協会

|会長、㈱経済同友会顧問、㈹科学技術と経済の会理事等。

司会(山路地球環境専門部会長）皆さん、こん

にちは。私、地球環境専門部会の部会長をやって

おります山路でございます。本日は原さんのお話

の司会を務めさせていただきたいと思います。ど

うぞよろしくお願いします。

きょうお手元に資料を差し上げましたように、

講演の題としては「日本産業界の環境保護活動」

という題がつけられておりますが、これから２時

間ほど原さんにお話し願うわけでございます。

恒例に従いまして原さんのご略歴を簡単に申し

上げさせていただきたいと思います。私は詳しく

申し上げたかったんですが、原さんから簡単にと

いうたってのお話でございましたので、中身のお

話が濃くなるように簡単に申し上げます。原さん

は1946年に東京大学薬学科を卒業されまして、同

大学の理学部化学科の大学院を修了され、理学博

士をお取りになりました。

その後、電気通信大学講師、理化学研究所所員

などを経て、米国で４～５年の問研究生活をなさ

いました後、国連の職員として原子力関係の仕事

に携われたわけでございます。日本にお帰りになっ

てからは、日本原子力研究所の主任研究員とか国

際原子力機関の研究副部長というような研究の要

職を務められました。

1969年に第二精工舎、現在のセイコーインスツ

ルメンツ（株）にお入りになられ、1987年には代

表取締役社長にご就任になりました。その後副会

長を経られて、現在は同社の相談役であらせられ

ます。

また原さんは、1990年からスウェーデンの王立

工学アカデミー（ＩＶＡ）の会員でいらっしゃいま

す。1991年には藍綬褒章を受けられ、1992年には

米国のルイジアナ州立大学から名誉科学飼博士号を

贈られております。ルイジアナ州立大学とは大変

因縁が深いんだと先ほどおっしゃっておられまし

たので、後程お話の中にも出てくるかもしれませ

ん。ルイジアナ州立大学では基礎科学諮問委員会

の委員をしておられます。外部での活動もたくさ

んおありでございますが、省略させていただきま

す。大変多彩なご経歴と多彩な活動をなさってお

られるわけでございます。

本日お話しいただくのは、昨年（1997年）夏に

米国の工学アカデミーからの要請でＡＰＥＣのイン

ダストリアル・サイエンス＆テクノロジー・ワー

キンググループ（ISTWG)、ＡＰＥＣの工業技術

ワーキンググループというのがございますが、そ

れに環境対応指標一一エンバイロンメンタル・パ

フォーマンス･インディケータ－（EPI）に関する

報告書を提出してくれないかということを言われ

ました。ＡＰＥＣの技術委員会でEPI、各産業の環
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境パフォーマンスを何か指標で表すことについて

研究し、国際会議を開いて各国が発表するように

しょうじやないかというような趣旨だったと思い

ます。

このような申し出が米国の工学アカデミーから

ございましたので、当アカデミーとしては、理事

会でこの検討･に関する話し合いを致しました。そ

の結論として、地球環境専門部会とエネルギー専

門部会、さらには国際委員会、それらから委員を

出してEPI委員会というのを作って検討しようじゃ

ないかということになりました。中でも地球環境

専門部会が一番関係が深いということで、私が委

員長となったわけでございます。

その時、ワーキンググループを作ってやらなきゃ

ならないだろうと。その主査は原さんにお願いし

たいということで、原さんにもこのEPI委員会の

共同委員長になっていただきまして、私と原さん

で委員会の世話役をしてきたわけでございます。

日本では産業分野として自動車、電機・電子、

化学、建築を取り上げ、この４分野をカバーする

ような検討をしょうじやないかということになり

ました。ちなみに、米国サイドは自動車と電機・

電子、化学と紙パルプを取り上げておりますが、

日本の場合には当アカデミーとして紙パルプのほ

うはメンバー不足であるということで、非常にエ

ンバイロンメントに関係の深い建築を逆に加える

ことにいたしたわけでございます。

そして、昨年（1997年）の12月から今年（1998

年）の10月まで何回かにわたりましてワーキング

グループを開き、検討･いたしました。その後、ワー

キンググループの皆様方には、資料を多量に収集

され分析整理していただき、大変なご協力とお骨

折りのおかげで今年の夏にドラフトが作成されま

した。

まとまりましたらすぐにEPI委員会を開き、さ

らにこういったサロンでお話しをして、皆様方の

意見を得た上で国際会議で発表しようという手順

を最初は考えておりました。しかし、まとめる作

業に時間がかかりまして、とうとう会議のほうが

先になりました。皆様方へのお話とEPI委員会で

のお話などが後になりましてまことに申しわけな

かったと思いますが、それだけ複雑多岐にわたつ

２

た分析の必要があったということで、ご了承いた

だきたいと思います。

会議は予定どおり、ロサンゼルス郊外のアーバ

イン、ベックマンセンターという所で開かれ、原

さんの他に、桜井専務理事、永野会長、それから

村井さんという専門委員の方が参加してください

ました。会議のいきさつその他は、そういう方々

からお話があると思います。

大変活発な会議だったようでございますが、中

でも当アカデミーの発表が一番内容が充実してい

たという評価をいただき、我々としては責任を果

たせたと思って喜んでいるわけでございます。そ

ういった効用はこのくらいにいたしまして、早速

原さんにお話しいただきたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。

原謄之助ただいま山路さんから大変ご丁重な

ご紹介をいただきました原でございます。私自身、

いろいろな職業を経て、はっきり申しますと全部

からドロップアウトして70半ばになった人物なん

だと皆さんおとりになっていただきたいと思いま

す。このアカデミーの会員にさせていただいてい

るのも大変光栄だと思っている次第でございます。

それでこのたび、環境保護活動に関する会議に

行ってくれと言われまして、まず困ってしまいま

したのは、エンパイロンメントは、私自身それほ

どよく知っていなかった分野だからです。それ以

上に非常に複雑な分野でもあります。私は製薬を

業とする家に生まれ、薬学をやれと言われたのが

何で無機化学に行ったかと言いますと、無機化学

のほうがはるかに結論がすぱっと出るからです。

有機化学、生物化学はこちらにもご専門の方がお

いででしょうが、とても複雑な分野です。そのた

め、私が薬学を出ます時に、故木村健二郎先生の

所で機器分析をきちんと習ってこいと言われて行

きましたのが、今の職との関わりでございます。

それから言いますと、エンバイロンメントという

のは複雑で、明確な結論を出しにくいような学問

ではないかと思います。このような理由で、実は

かなり傭膳していたわけです。

ところが、国際会議に行ってくれということで、

先ほど山路さんもおつしやいましたように、ワー

キンググループの方が実にたくさん立派な資料を

〆、
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お集め下さいました。これを全部見て、よくぞこ

れだけ系統的にお集めいただいたと思って、非常

に感激いたしました。それを何とかまとめさせて

いただいたということです。ですから、ワーキン

ググループの方々のご努力なしでは、このペーパー

というのは全然できなかったということをまず申

し上げたいと思います。

[１］聴衆に理解してもらうための工夫

次に、さあこれを話す時に、どのように話した

ら聴衆の方々に理解していただけるかという問題

が生じてまいりました。対象が専門家の方だろう

と思っておりましたが、いざ最後のプログラムを

いただきましたら、ＡＰＥＣの国からの方々が多く、

専門も様々です。専門家でない方もいる。そこで

話すということ、しかもお集めいただいた資料は

非常に専門的です。

これをどう伝えたら良いかということで、先ほ

ども山路さんに申し上げましたが、私は今から４０

数年前、1952年から1956年までルイジアナの州立

大学で１週間に何と16時間フレッシュマンに教え

ておりました。基礎のケミストリーとフィジック

スの２課目でしたが、原稿を丸読みしていたら誰

も理解しませんでした。みんな寝ちゃうんですね。

毎週毎週テストをやりますが、テストの成績が悪

いとインストラクターが悪いんだといって首にな

るわけです。そうすると、どうしたら相手にわか

らせるかということが必要となりました。

これから先は私的な話になりますが、当時のカ

レッジ・オブ・ケミストリー＆フィジックスのセ

クレタリーで実に優しいルイジアナのお嬢さんが

私に懇々と英語を教えてくれたんです。まず、『単

純なことしか言うな』と。『あなたは主語と動詞

と目的語以外は使っちゃだめ』だと。「それらを

論理的に組み合わせろ』と。例えば、Ｉ私は今晩

オペラに行ってモーツァルトの何とか何とかを見

たいと言うんじゃなくて、今晩オペラに行く。モー

ツァルトの何を見る。どの歌手に興味があると３

つに区．切れ』と言うんですね。それでIi単純明'快

にして論理を組み立てて、論理が矛盾することは

絶対言うな』と言われた。もう１つは、当時黒板

ですが、『これを使え』と言われました。それか

ら50年にわたりまして、私のかつてのガールフレ

ンドの教えを全部拳々服贋いたしまして、アーバ

インでもそういうふうに申し上げれば、これだけ

集めてくださった貴重な資料を相手に伝えられる

のではないかということを考え、それで参ったわ

けでございます。

そして向こうにまいりましたら、永野会長もお

いでてすし、やはり恥をかかせちゃだめだとか、

何とかまともにちゃんとしゃべらなきゃいかんと

かいろいろ心の準備も致しました。桜井さんみた

いな方が見張っておられるし（笑)、また村井さん

のような優しい方が全部ＯＨＰを手伝ってくださっ

たということで、すべてがうまくいきました。適

度な緊張感があって適度のリラクセーションがあっ

て、それにいろいろ補佐してくださった方もあり

ましたので、まあまあ何とか職を務めさせていた

だいたというようなことがまず前置きでございま

す。

[２］経営レベル・現場レベル・新製品開発レベ

ルでの活動

本題のほうに入りますと、日本工学アカデミー

のワーキンググループの方々には半年にわたって

いろいろな資料をお集めいただき、それをなおか

つ分析し私の所に送っていただいたわけでござい

ます。まず、この方々のご努力なしでは、とても

こういうペーパーというのはできなかったという

ことです。

まず対象とする産業を何にするかということで、

電機。電子、自動車と化学と建築、これはピルの

建築に限ったわけでございます。この４つの分野

を対象にいたしまして、エンバイロンメント・パ

フォーマンス・メトリックスー環境対応指標な

んですが、メトリックスを議論するためには、各

分野でどのような活動をしているかということを

まず分析しなきゃならない。そのため、こういう

メトリックスがありますよということを言わなく

てはなりませんので、この４つの分野の活動状況

の資料を、皆さんにまとめていただきました。

そうしますと、電機・電子、自動車、化学、建

築、それぞれが異なった活動をされていました。
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あります。次に、環境保全、エンバイロンメント・

プリザベーション関係の施設へ、どのくらい投資

するか。それと、管理者の養成ですが、自動車で

あれ、電機・電子であれ、建築であれ、業界を問

わずに、経営レベルにおいてはこの３つに絞られ

ております。

その他各業界によって違うこととして、例えば、

電機・電子の場合ですと世界的に運営しておりま

すから、開発途上国への技術移転というのが大き

な問題になっておりますし、化学工業の場合には、

地域とのコミュニケーションとか地域との話し合

い、こういうことが大きな１つのテーマになって

おります。

まず、ISO14001の認証取得から申しますと、こ

のように（Ｆｉｇ．１）ここ数年、取得件数が急激に

増加しています。外人の方に２年でこれだけしり

上がりになっていますと言っても、あまり印象が

強くないと思ったもので、これは日本人の大なる

特性だと言いました。１人がキヤノンのカメラを

買うとみんな買うんです（笑)◎１人がこの車だっ

て言うとみんな買うんですね。要するに、この均

一社会にいますと、どこかがISO14001取ったとい

うと、それ取れっというわけで、みんなやるわけ

ｍ
ｍ
Ｉ
ｍ
．
く

Ｍｏｎ－Ｙｅａｒ

DatabytheEnvironmentalManagementStandardCouncilJaparl

つまり、各業界によって違ったエンバイロンメン

ト・メトリックスをお使いになっておいでなんで

す。しかし、共通項もありました。

最初、この４つの業界全部に共通するものは何

であろうかということを見ましたら、簡単な共通

項が出てまいりました。エンバイロンメント・パ

フォーマンスはどの業界でも全く同じです。まず

管理レベルでやっていること、次に工場の運営・

生産のレベル、最後は新しい製品の開発レベル、

どの業界でも、この３つの階層によってエンバイ

ロンメント・プリザベーション、環境保全という

ことを取り上げております。

これが１つの共通の観察です。殊に製品の開発

レベルでは、最近ライフ・サイクル・アセスメン

ト（以後ＬＣＡとする）といって、これは山路さん

のＬＣＡワーキンググループでも以前お取り上げに

なり、報告書もまとめられておりますが、製品の

最初の段階から最終段階まで全部を通して環境へ

の影響を見てみようという、ＬＣＡが１つの大きな

指標になっています。

まず、管理レベルから申しますと、どの産業で

も共通にやっておられることとして、ＩＳＯ14000シ

リーズの取得が挙げられ、これが経営の大課題で

‘
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です。これは非常に良いことであります。その結

果として、このように急激に増加したわけですし、

これからもどんどん増加して行くはずです。１９９８

年８月現在1,174カ所でISO14001の認定を受けて

おりますが、これが８月現在ですから、今はもっ

と増えていると思います（註：1998年11月30日現

在1,392)。これが管理レベルのISO14000シリーズ

の例です。

やはり一番ISO14001の認証取得に熱心なのが電

機・電子です。このように（Ｆｉｇ．２１６頁)、何と

1,174のうち半分近く、500ぐらいが電機・電子で

す。それに続くのが機械であると。それから化学

工業、精密機械、輸送、4.8％というのは輸送で、

これは自動車も含めました輸送業務。それからサー

ビスと続くわけです。

日本における１つの大きな特徴といたしまして、

何も大会社、大きな企業だけがISO14001の取得に

走ってるのでなくて、中小企業もやっているとい

うことです。中小企業が大企業の製品の納入、サ

プライヤーになっています場合は、大企業に『あ

なたの所ISO14001取っていないと買いませんよ』

と言われるか真偽のほどは別と致しまして、大き

な企業と一緒に仕事をするためにはISO14001を取

らなければならないということで、中小の企業に

もこの活動が及んでいるということ、これは日本

の大きな特徴です。

もう１つ、ＡＳＥＡＮの国からいろいろ報告が出

まして、そのうちシンガポールからはISO14()01を

たくさん取っているという自慢をされた発表があっ

たのですが、あの場合は殆ど全部が日本企業か欧

米企業の子会社です。ですから日本の産業の

ISO14001に対する熱意というのは、今や中小企業

から海を越えた先までいっているということです。

これが１つの大きな特徴だと思います。

次に環境保護活動、関連施設への投資とか管理

者の養成ということにも非常に力を入れているわ

けでございますが、環境･保護活動によるメリット、

これが非常に大きいと言えます。どういうことか

と言いますと、ISO14001を取ることによって従業

員のモラルが非常に向上致します。やはり環境と

いうのはこのように大切だということがわかる。

皆様ご承知のように、これは会社であれ研究施設

であれ、今、環境や安全‘性で問題を起こせば社会

的に抹殺されますから、こうした意味で、従業員

の環境問題への認識が非常に向上してきたという

こと。これが１つの大きなポイントです。

もう１つは、コスト削減が挙げられます。エネ

ルギーと原材･料を節約すること。それからあと、

不要になった材料をリサイクルすること。使用後

の製品をリサイクルすることで、コスト削減に効

果がでてきます。環境問題への取り組みというの

は、何も社会的に重要なのだというだけでなくて

実益が非常にあるということを、ここで強調した

いと思います。以上がマネジメントレベルでの活

動でございます。

次に、工場運営と生産レベルでどのような活動

をしたかということを、述べることに致します。

このレベルでの活動も、その成果は非常にはっき

りしていて、直にコスト削減に効いてきます。エ

ネルギーと原材料の節約、もう１つは水資源の節

約が挙げられます。１度使った水を再び精製して

リサイクルする、工場排水などをもう１回循環し

て水資源を保存する、これも非常に大・切です。そ

の他にエネルギーと原材料の節約を見てみますと

（Fig.３次頁)、すべての製造業において過去20年

間で大体４割以上のエネルギーの節約ができてい

ます。一番節約したのは化学工業で、これは何と

50％ぐらいの節約をしているということです。で

すから、エネルギーの節約、それと資源の節約と

いうことがいかに経営上重要であるかということ

が、お分りいただけたと思います。

その次に、皆様が一番ご興味のある製品開発レ

ベルの活動についてですが、一体どのような製品

が開発されるとどの程度新しいメリットがあるの

かを申し上げます。製品を開発します時は最終製

品だけでなく、ＬＣＡつまり出発の原材料から製品

の使用、回収、廃棄まで全てを通して、環境への

インパクトを取り入れなくてはならないのです。

新製品について言えば、エネルギー効率が非常に

良くなっております◎今の家電製品をごらんにな

りますと、カラーテレビにしましても、冷蔵庫に

しましても、エネルギーとして電力消費が非常に

減少しています。つまり、エネルギー効率が良い

ということと、設計段階からリサイクリングを考

EAJInformationNo,82／1999年３月５
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えていることです。

現在、車にしましても、家電製品にしましても、

全部が設計段階からリサイクリングの可能'性を考

えて開発しているわけでございます。家電製品で

どのくらいエネルギー消費量が低下しているかと

いうことを申しますと（Fig.４)、やはり一番冷蔵

庫が下がっているようです。過去15年位で60％以

上の省エネルギーになっていて、カラーテレビや

Fig.４ReductionofPowerCunsumption
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もエネルギー効率を上げるということには非常に

努力をしております。

くどいようですが、エンバイロンメント・プリ

ザベーション、つまり、環境保全の問題は、管理

レベルと工場運営レベルと製品レベルの３つの階

層によって行われており、これが共通項であるこ
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とがお分かりいただけると思います。その他に、

各業界によって違う指標があります。例えば、化

学工業の場合は12の有害物質を取り上げておりま

すが、やはり各業界によって少しずつ違っている

ということをまとめたものがＴａｂｌｅｌ（前頁）で

ございます。

それでは、４つの産業、電機・電子、自動車、

化学、ビルの建築でどのようなことをやっている

か、共通項以外のことについてこれから簡単にご

説明したいと思います。

Ｍ３］電機・電子産業

まず、電機・電子産業から申しますと、管理レ

ベルにおいてはグローバルな視点に立って運営し

ているということです。つまり、工場が東南アジ

ア、欧米と世界各地にありますから、環境問題に

ついてもグローバルな見地から見ておりまして、

これに対する技術移転に非常に熱心であり、工場

が世界のどこであれ、日本であれ、アジアであれ、

欧米であれ、環境への影響を最小に抑えるという

ことが経営の１つの大きな主題になっているわけ

でございます。これが電機・電子の大きな特徴で

す。同様なことは、もちろん自動車でもいえると

思うのですが、建築などはドメスティックな産業

でございますから、海外への技術移転はそれほど

大きな経営の主題になっていないと思います。少

なくとも電機・電子、自動車においてはグローバ

ルにエンバイロンメント・プリザベーションをやっ

ているということでございます。

もう１つは、重電と家電と分けて考えてみます

が、重電の場合は現在タービンの効率を上げる、

それからタービンの発電機の効率を向上させる、

騒音を減らすなど、いわゆる環境に対して非常に

配慮したことをいろいろやっております。１つの

例として（Fig.５１６頁)、トランスミッション･ロ

ス、つまり送電の時のロスですが、これを非常に

少なくしていることが挙げられます。

それから、先ほど申しましたように（Fig.４)、

家電の場合は冷蔵庫にしましても、消費電力を非

常に少なくしている製品が出ておりますが、この

ことは重電に対してもあてはまります。それから、

８

さらに挙げられることとして、現在の発電所の設

備の効率をよくし、環境問題に対して配慮する、

このことだけでなく、新しいエネルギー資源の開

発に日本の電機・電子業界は非常に力を入れてお

ります。原子力発電、これはとにかく日本の原子

力発電所が一番発電効率が良い、稼働率が高いわ

けです。それからソーラー、コンバインド・サイ

クル、燃料電池など、新エネルギー資源の開発が

進行しています。これらが重要な取り組みとして

挙げられます。

ここでまた家電に戻ります。これは今回の国際

会議で一番質問、興味が集中した所でございます

が、日本では、カラーテレビ、冷蔵庫、洗濯機、

エアコンは全部リサイクルしなければならないと

いうリサイクル法が、2001年に施行されるわけで

す。それに向けて、日本の電機・電子業界がリサ

イクリング目的の･協同組合を設立して、リサイク

リングのパイロット・プラントを建設し、その工

場の運営が始まっております。国際会議では工場

の外観（Photo，１１７頁）や中の様子（Photo、2

17頁）なども見せました所、参加者が非常に興味

をもたれて、これにかなり質問が集中しました。

日本はやはりここまでやっているのかと、参加者

の方々に非常に印象づけられた所です。以上がま

ず最初の電機・電子業界にたいする説明でござい

ます。

１４］自動車産業

次の自動車産業に移りますが、自動車産業は組

み立て産業の典型です。もちろん製造工程におい

ても、省エネルギー、省資源などいろいろやって

いるわけでございますけれど、自動車業界で一番

大きな動きは、次の２点に絞られます。つまり、

環境に配慮した車の開発と、廃車の処理とリサイ

クルです。車のＬＣＡなのですが、原料の採掘から

素材、部品を作って組み立てて走行する、さらに

維持管理してリサイクルして廃棄します。この間

に一番エネルギーの消費が多くて、なおかつ二酸

化炭素他の排ガスが出る行程が、走行です。その

ため、何としても車の燃費を上げることが、環境

問題への対策となります。次にリサイクルは、日

〆国論

Ｆ，
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本は国土が狭く場所がないとかいうことで、自動

車業界の一番大きな課題になっております。。

いろいろな資料をいただきまして、私も大変勉

強になりましたが、車のＬＣＡで走行時にどのくら

いのエネルギーを使っているかということを申し

ますと（Ｆｉｇ６前頁)、大体標準的な2,000ｃｃクラ

スの車の場合、何と83％ぐらいのエネルギー消費

というのが走行時です。マテリアル･ファブリケー

ション、つまり材料を作ったりパーツの組み立て

の時というのは、十数％です。ディスポーザルの

所はといえば、数％です。部品を運んだり部品を

貯蔵したりする所は、１％にすぎません。メンテ

ナンス時のエネルギーも少ないです。

やはり、走行時の消費エネルギーをどう減らす

か、それが大きな課題ということがおわかりだと

思います。これを二酸化炭素の排出量（Fig.７前

頁）と対比してみますと、やはり全ＬＣＡ、車が素

材から廃棄されるまでの問の86％ぐらいの二酸化

炭素が走行時に排出されております。ですから、

走行時のエネルギーを減らし、燃費をよくし、二

酸化炭素の排出量を減らすということが大きな課

題になっております。

これに対し、車のメーカーの方々はいろいろな

努力をされております。車の場合はやはり燃費の

改善、有害物質排出量の削減が課せられており、

両者の間には相関性があります。二酸化炭素、炭

化水素、それから一酸化炭素、窒素酸化物、微粒

子、これらをとにかく減らすことを考えなくては

なりません。さらに、最初からリサイクリング可

能な設計にもっていかなくてはならないというこ

とで、その場合には材料の吟味から設計まで全部

入るわけでございます。

皆様方がよくご存じのように、環境に優しい自

動車として１つはトヨタさんのプリウスのような

ハイブリッドカー、いわゆる電池とガソリンエン

ジンとを組み合わせた車があり、それからもう１

つは三菱自動車さんが開発されたガソリン・ダイ

レクト･インジェクション（GDI）というガソリン

を直に噴射するいわゆるディーゼルエンジンをガ

ソリンエンジンに応用したものと、この２つが挙

げられます。

私は、ワーキンググループのメンバーからいた

だいたプリウスのデータを使って、ハイブリッド

車とガソリン車の比較をしました（Ｐｉｇ８)。普通

のドライピングモードではファクターが２位に上

がります。非常に大きいですね。高速運転時はそ

れほど違ってこないのですが、普通のドライビン

グモード、ましてや混雑した路上での運転になる

と、ハイブリッド車の燃費が非常に良いというこ

とがお分りいただけます。このデータを国際会議

で示した所、参加者に非常にインパクトを与えま

した。

〆、
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次に、いろいろなエンジンで二酸化炭素の排出

量がどのくらい違うのかということを申し上げま

す（Fig.９）。水素の燃料電池の電気自動車が一

番少なくて、普通のガソリンエンジン車の20数％

です。ところが、GDI車でもカーボン、二酸化炭

素の排出量は結構減っています。

以前永野会長も、米国外交委員会のエナルギー・

セキュリティに関係したミーティングで、三菱さ

んが開発されたGDI車の燃費が30数％良くて省エ

ネにつながるというお話をされています。

私は、前のランサーがそろそろがたがたになっ

たので、早速代理店に行って新しいGDI車を買い

ました。私は非常に克明に－私はオートマチッ

ク・トランスミッションはとても運転できないの

で、今だにギアで運転していますが一ギアで町

の中から横浜横須賀道路（高速運転時）での運転

とデータを全部採りました所、横横だと燃料効率

が40％良く、非常に感激しました。今のガソリン

エンジンでも大変改良の余地があるということ。

こういうデータを見せましたことは、国際会議の

参加者の方々にも非常にインパクトがあったんじゃ

ないかと思っている次第でございます。

最後は廃車の問題点ですが、国際会議では単に

問題点だけ上げて、実際のデータを示せなかった

ので、いささかインパクトに欠けていたたようで

す。問題点としては、ごみ処分場が不足している

こと、シュレッダーダストの廃棄規制をしなくて

はいけないことが挙げられます。シュレッダーダ

ToyotaMotorCorp

ストを不法に廃棄していた所で火事が出たとか、

テレビでもいろいろ問題になっているようです。

リサイクル率は重量ベースで現在75％ぐらいで、

あと25％を向上させなくてはならないのですが、

回収できないのは主にガラスです。ただ、現在少

なくとも75％までいっているわけですから、随分

高い回収率だろうと思います。

１５］化学産業

その次は化学でございますが、私自身、化学を

大学でずっと学んだのですが、化（ばけ）という

のはいろいろな分野があって、いただいた資料を

一生懸命読んだのですが、どうまとめて良いのか

ちょっとわからなかったのです。というのは、化

学というのはほんとに化けるので、とにかく何で

も入ってしまいます。素材材.料から、プラスチッ

ク工業から石油化学迄全部入りますから、全部を

さあどう処理してまとめるかというと難しく、私

は最後にごまかしてかなり単純化致しました。そ

の結果、化学産業はレシポンシブル･ケア（RC）

というカナダで提唱された原理に沿って、いろい

ろな環境問題を取り扱っていることを挙げること

ができました。

もう１つ、ＲＣと関係あるのですが、地域住民と

の対話。やはり運営している工場、できた製品、

その安全性がー安全性というのは殊に短期的な

安全性と長期的な人間に対する安全'性が100％保証
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よその産業にはない特徴です。家電でも自動車で

も、新しいものを購入する時は前のものを取り壊

してというわけではなく、買いかえです。ビル建

築の場合はそこで壊して造らなくてはいけないと

いうことです。

それが１番目で、２番目は、ＬＣＡの観点ではエ

ネルギーの消費量は自動車と同じで使用時に大き

ということです。ところで、ピルの建築では建設

時のエネルギー消費量の比重が大きいといえます。

しかし、これ（Fig.１１１７頁）を見ていただくとわ

かるように、使用年数が増えていくにつれて使用

時の二酸化炭素の排出鉱がどんどん蓄積されてい

きます。それに比べて、解体と輸送、エレベーター

やエアコンディションの設備維持などは殆ど真っ

平らになっています。

ということは、使用年数の増加につれ、使用時

のエネルギー消費量の比重が大きくなっていくと

いえます。こう考えていきますと、年中造っては

壊し、造っては壊しじゃなくて、建築物を長寿命

にしなければならないということです。建物、ビ

ルの寿命が２倍になりますと、ＬＣＡの中で建設時

のエネルギー消費量の比重が減少するので、二酸

化炭素の排出並として大体10％以上削減できると

いう計算が成り立つそうです。ですから、使用時

のエネルギー消費量を何としても減らすべきであ

るということに加えて、環境負荷を減らすために

はビルの長寿命化をはかる必要があります。

また、解体時にはコンクリートと鉄筋が膨大に

発生しますが、これらを製造する時のエネルギー

ResponsibIeCare，’９６；ＪＲＣＣ

〆宇、されていませんと、人間の生命に関係しますから、

いかに安全性を重視して地域、社会との結びつき

に気を遣っておられるかということ、それが非常

に大きなポイントだと思います。

日本の場合は、環境汚染物質の排出移動登録制

度（PRTR）というのをテスト的に始めて、これ

を全国的に推し進めていきたいという動きがあり

ます。有害排出物質として12の物質を取り上げて

いますが、事情によってはその数も増えるかもし

れません。とにかく、現在は12の有害排出物質を

規制しております。それから、エネルギーの消費

量削減については化学工業は非常に努力されてお

ります（Fig.10)◎

化学産業はあまりにもアップ・ストリームとダ

ウン・ストリーム、つまり上流と下流の範囲が広

過ぎますもので、分析して全部をまとめることは

難しく、この程度のことでお許しいただきたいと

思います。

最後は、いよいよ建築、いわゆるビルディング、

これはホームではなくてビルの建築を取り上げま

した。解体と建築と両方がつながって行われるビ

ル建築業というのは、なるほど大変だと思いまし

た。新しいピルを建てるためには古いビルを壊さ

なければならない。ですから、解体と建設とメン

テナンス、全部が一連のシステムとして環境保護

の問題を考えなければいけないわけです。これは

侭為＃
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消費量は大きいですから、何とかリサイクリング

することを考えなければいけないといえます。も

ちろん、皆様方ご承知のように、今はアスベスト

やフロンは使えなくなっております。

それから、国際会議の原稿のほうに書きました

が、どうしたらエネルギー効率が良くなるのかと

いうことです。これはワーキンググループの会合

の席で山路さんがおっしゃったのですが、『ビル

のデザインが一番効いてくるんじゃないか』と。

すると、ワーキンググループの方々もＩｉそうだ、

そうだ』と。あまり奇をてらったようなデザイン

ですと、エネルギー効率は悪いと思われます。そ

れから構造、どんな材料を使うかなど。殊に断熱

の問題が大きいということです。デザインと構造

と断熱、この３つが大きく効いてきます。

ピル建築の方々はエネルギー効率の指標として、

外壁の断熱'性能の指標（PAL）を使っております。

もう１つは、設備システムのエネルギー、これは

エアコンとかヒーターとかそういう関係のシステ

ムの消費係数としてＣＥＣという指標を使っている

ということで、この指標を上げることに努力をし

ているようです。以上がビルの建築業界の環境保

全活動の概要でございます。

[７］結論および課題

最後にワーキンググループの結論としては、将

来どんなことをやったら良いのかということで、

１番目はやはり通切なデータベースを作らなくて

はならないということです。２番目の環境対応指

標（EPI）の収集と影群の評価はデータベースの椛

築と非常に密接に関連しています。３番目はどの

ような新しい指標が必要力｡とか、どのような技術

の開発が必要かというＲ/Ｄです。最後はエコラベ

ルの問題です。“環境に優しい”とかいう抽象的

な表現で良いのかとか、これは主にヨーロッパで

言われているのですが、私もエコラベルには統一

した概念が必要ではないかと思います。その点で

は、紙などは非常にはっきりしていて、“これは

リサイクルしたペーパーを使用しております，，と

いっております。“環境に優しい紙です，，などと

いっても何のことだかわからないわけです。です

から、ラベリングのほうも．世界的に何らかの統一

をしたほうが良いのではないかと思います。ワー

キンググループの方々から問題提起があり、以上

のことが結論づけられたわけでございます。

最後は山路さんが主催されたＬＣＡワーキンググ

ループについてお話しいたします。これは桜井専

務理事からの強いご要請で、日本工学アカデミー

では環境問題は何も今回だけ取り上げたのではな

くて、長い伝統があるのだということを、国際会

議で紹介いたしました。ですから、山路さんのワー

キンググループがおやりになったＬＣＡについては、

レポートがありますよと紹介し、日本工学アカデ

ミーが長い間積み上げてきた結果の報告なのだと

いうことを申し上げました。そのレポートは日本

語だから、英語版が欲しければ翻訳料を払ってく

れなどと軽い冗談も申し上げてまいりました（笑)。

Ｎ８］国際会議の印象

最後に簡単に国際会議の印象を申し上げます。

中には具体的な問題を指摘された発表もあり、そ

ういうものは非常に役に立ちましたが、あまりに

も一般的な話が多過ぎました。ということは、お

そらく米国と日本と数カ国ぐらいしか実際の活動

データは持っていないと思うのです。次の機会に

は、実際の活動データを議論すべきではないかと

いうことを感じました。それから分科会に分かれ

て作業をやらされたのですが、別に専門家でもな

い人が集まって議論するわけです。ですから、み

んな言いたい放題です。何となく英語で話される

と偉そうなことを言ってるのかと思いますが、よ

くよくノートを見ると実につまらないことを言っ

ています。思いつきばかりぺらぺら言っているわ

けです。そんなことなら言わないほうが良いとい

うようなことも言っています◎ですから、私は分

科会をやるのなら、その専門分野の方、リサーチ

ならリサーチの専門分野の方が集まり、前もって

充分に準備してこなくてはだめで、非常にばらば

らな集まりであったという印象を受けました。

最後に米国からの発表ですが、メトリックスの

標準化ということを言っていました。各業界内、

各業界間での標準化、そして、それに至る最良の
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方法を開示しようということを言っているのです。

また、メトリックスの適用範囲を拡大しろとも主

張し、ＬＣＡ、つまり供給元まで全部含めた大きな

システムとしてメトリックスを考えなければいけ

ないということです。それから新しい分析方法の

開発とか、新しい環境課題の提起、殊に健康と持

続的な経済発展（SD）に対してどのような環境課

題が阻害しているのかとか、そういう課題の提起

をして欲しいということ。とるべきアクションと

しては、定量的目標を設定する、環境への影響の

ランクづけをする、メトリックスの相互比較と標

準化を行うなどで、大きな意味では日本と考え方

に差がないということを感じた次第でございます。

以上で私の報告は終わりますが、あとは桜井専

務理事から補足していただき、それから村･井さん

（EPI委員会およびワーキンググルーフq事務担当）

にも立派な報告書を書いていただきましたので、

補足していただけると思いますが、いかがでしょ

うか。

司会原さん、ありがとうございました。原さ

んに対しての質問をお受けしたいと思うのですが、

原さんには大変熱弁を振るっていただきましたの

で少しお休みいただいて、その間に桜井さんのほ

うから、わたくしの説明に加えてもう少し裏話ま

で含めてこの研究の発端のお話とか、その後のや

りとり、あるいは現地へおいでになられましたの

で、その時のお話や感想などをお話しいただけた

らと思うのですが、よろしいですか。どうぞお願

いいたします。

桜井（専務理事）それでは私のほうから、日

本の報告に至るまでの経緯とか、それにまつわる

いろいろな裏のお話とか、米国の考え方とかいう

ことについて若干補足してご説明申し上げたいと

思います。

先ほど、原さんから村井さんという話が出たの

ですが、この仕事が始まります時に事務局のほう

が手いっぱいでどうにもならないので、環境のこ

とがある程度わかっておられる方に、原さんのワー

キンググループ、結局フルのワーキンググループ

を８回開きまして、その他に一部の人が寄った会

合が数回ございまして、全部で15回は皆さんが寄っ

7‘

ていると思うのですが、そういうグループをアレ

ンジし、必要な資料を並べて議事録を作成し、原

さんと各委員の間のコーディネートをするのにちょ

うど適当な方として、ここにいらっしゃる村井園

子さんにお願いしたという次第です。最後に一緒

にロサンゼルスまで行っていただき、その報告に

ついては後程村井さん自身からご説明いただける

と思います。

まず、先ほど山路さんからご紹介がございまし

たように、昨年（1997年）の夏に米国の工学アカ

デミーからＡＰＥＣのインダストリアル･サイエン

ス＆テクノロジー･ワーキンググループ（ISTWG）

に環境対応指標（EPI）についてのレポートを出す

ための国際会議をやるから、それにレポートを用

意してつき合ってほしいという正式の要請がまい

りました。その件について日本工学アカデミーの

国際委員会や理事会で議論しました結果、これは

グループを編成してそれにつき合うための仕事を

して乗ろうではないかということに決まって始まっ

たものでございます。

米国の工学アカデミーのほうからは、ＡＰＥＣ各

国の日本工学アカデミー類似の団体にも協力を呼

びかけていて、この国とこの国が乗ってきたとい

うような話を聞きました。先ほど山路さんの話に

もございましたように、米国側は、電機・電子と

自動車と化学と紙パルプを取り上げてやりたいと

いうのに対して、日本工学アカデミーには紙パル

プ関係の会員の方が殆どいらっしゃいませんので、

これはちょっとついていくのが困難だと。その反

面、建築関係の方ならわりあい多数いらっしゃる

し、加えて山路さんを中心とし新日銭の村田朋美

会員のご協力を得まして、昨年（1997年）と一昨

年（1996年)、１年半ぐらいかかってＬＣＡについ

て、さらに新しくライフ・サイクル･バリュー（LCV）

という概念を考えてレポートを作成いたしました。

その時に、住宅、あるいは集合住宅を１つのテー

マに取り上げたので、データがある程度揃うので

はないかということから、紙パルプを外して建設

を入れ、４つの産業で検討･するということを提案

したところ、米国のほうもそれでよかろうという

ことで乗ってくれたわけでございます。

仕事が大分進みかけてきた時点で、米国からド

卸駒、

〆司ｈ
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ラフトプログラムがまいりました。そこでは日本

の発表がプレナリーじゃなくてセパレート・セッ

ションのワーキンググループの中に押し込まれて

おりましたので、『こんなばかなことがあるもの

か。せっかく組織から組織で頼んでおいて、プレ

ナリーで話もさせないなんてもってのほかだ』と

いうことになりました◎１カ月もたたないうちに、

CAETSの管理議会がカナダのオタワでございまし

たが、そこに米国工学アカデミーの事務局長が来

ておりましたので、『こんな形態ではもう協力で

きない。ひどいではないか』ということで抗議を

しましたところ、それから１週間程たちまして向

こうから『各国のリードスピーカーの発表はプレ

ナリーに入れることにした』という連絡があって、

まあ一段落したわけでございます。

その後に、今度全体のプログラムがまいりまし

た◎各産業ごとにワーキング・セッションができ

て、そこでは同じ産業でこの種の研究をされてい

るよその国のカウンターパートとディスカッショ

ンをするようなワーキンググループができるとい

う話を聞いておりましたので、その席にワーキン

ググループの方々に参加していただこうと思って

おりました。しかし、そういう予定は全くなくな

り、インバイテッド・スピーカーを十何人入れる

ということでした。『大体、今回の国際会議は、

各国のアカデミーで協力して検討してきたものを

発表する会で、むしろ一種のワークショップみた

いなものだと思っていたのに、これでは一般大衆

向けの講演会ではないかｌというような抗議をし

たのですが、米国の事務局のほうからは、『こち

らも委員会を作ってやっているが、その委員長が、

前のジェネラルモータースの副社長で、役所にも

いたことのあるロバート・フロッシュという相当

有力な人で、そのフロッシュ委員会が決めたこと

だから我々事務局としては今さらどうにもならな

いから、もうこれでやってくれｌということで、

原さんがプレナリーに乗るならということで一応

我慢して会議に参加することにしたわけでござい

ます。

ところが、会議に出ましたところが、私が書い

たニュースの記事や、あるいは原さんや村井さん

が書かれた報告書にもありますように、やはりあ

る程度のレベルに合った報告というのは日本の報

告の他は、米国の報告と、あとはICIのものだけで

した。しかし、それはICIが現在インターネットに

出しているデータと殆ど変わりのないもので、新

鮮味がないといえばないわけです。それに加えて、

あと２～３カ国から特殊な産業についてそれなり

の検討．、例えば、食品などは、特に生物系の有機

排水が出るような種類のものについての研究など

幾つかはございましたが、とても各アカデミーが

米国や日本並みのレベルで研究してきて、それが

産業別のワーキング・セッションで討論できるレ

ベルの内容ではなかったようです。考えてみると、

やはり私どもが日本でできることはよそもやるだ

ろうと、ちょっと各国のアカデミーなどの能力を

過大評価した所があったのではないかと思って反

省しています。もし我々の主張するような形態に

なっていたら、日本と米国だけが発言力をもって、

他の国々はかやの外に置かれるような結果になっ

たのではないかという反省もしております。

それから、ワーキンググループの作業の途中で、

タイ国からグリーニング・インダストリー・ネッ

トワーク（GIＮ）という組織があって、それがア

ジアのノッドというのですか、コーディネーショ

ン・センターを作ることになり、その発会を兼ね

てのシンポジウムをやるから出てこないかという

通知がまいりました。これは、直接EPIの仕事に

は関係ないと思っていたのですが、一応、地球環

境専門部会長の山路さんに、『これ、どんなもの

でしょうか』ということでご相談しましたところ

が、山路さんが『これは何となく匂うので、誰か

出ておいたほうが良いのではないか』というお話

がございまして、どなたかそっちのほうに旅行さ

れる方はないかと思って日本工学アカデミーの関

係の方を当たってみました。すると、ちょうど本

日おいでの鈴木浩会員（国際委員）がその直前に

オーストラリアへ出張に行かれる予定で、さらに

ワーキンググループメンバーの村井.卓郎さんが行っ

ても良いという話になり、お二人にそこでのいろ

いろなやり取りを見てきていただいたわけでござ

います。

そこでの村井卓郎さんのご報告の中で、私が一

番注目したのは、米国がＵＳアジア・エンバイロ
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Fig.５１mprovementsinThermalEfficiency＆Transmission/DistributionLoss
factorinThermalPowerFacilities
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ンメンタル・パートナーシップ（US-AEP）とい

う名前の名刺を持っている人をたくさん派遣し、

彼らがその会議を全部下ごしらえして、裏で操っ

ている総元締めのような印象を強く受けたという

ことです。そして、米国が例の地球温暖化問題で

二酸化炭素の排出権の売買などを見据えて、どう

も米国の対環境投資の機械を作っているメーカー

やコンサルタント、エンジニアリング会社などと、

二酸化炭素排出権売買問題のための段取りをして

いるのが見えるような気がして大変気になるとい

う報告を受けました。

今回米国に行ってみましたら、その時バンコク

に来ていた人たちがたくさん参加しているわけで

ございます。実際、ＵＳ－ＡＥＰがアーバインの国際

会議のスポンサーとなっていて、宿泊料と飛行機

代だけは各自が出しましたが、３日間の会場費と

その間の食事代は全部先方もちでございました。

そのうえ、資料も全部で厚さ６～７センチ分いた

だきましたが、これも全部ただで登録料もなしと

いうことで相当のお金がかかっていたわけでござ

いますが、どうもそのお金が全部ＵＳ－ＡＥＰから出

ていたということがわかったわけでございます。

そこで、その組織がどのような組織なのかとい

うことで、現地にいる時にいろいろ調べてみまし

たら、ご存じの方もいらっしゃると思いますが、

米国は海外での技術援助、あるいは経済援助のた

ぐいが日本のようにＪＩＣＡと外務省の二本立てでは

なくて、国務省の中にエイジェンシー・フォー・

インターナショナル･ディベロップメント（USAID）

という組織がございまして、これが発展途上国援

助関係の仕事を国務省の傘下で一括して引き受け

ているわけでございます。

そのＵＳＡＩＤの中にできたのがこのＵＳ－ＡＥＰで、

国務省のほうに環境保護庁、エンバイロンメンタ

ル・プロテクション・エージェンシー（EPA）か

ら専門の職員が出向し、その出向してきた職員と

国務省からＵＳＡＩＤにアサインされている外交官と

が組になってＵＳＡＩＤの中にＵＳ－ＡＥＰという組織

を作り、発展途上国の環境問題対応に協力するた

めの体制を取っています。こういう定義づけから

考えて、今回の国際会議は米国政府の資金で運営

されたということがはっきりしたわけでございま

Z８

す。日本の体制と比較すると、はたして日本の援

助体制、あるいは発展途上国との技術対応の体制

が今のままで良いのかということについて、考え

させられる所があったというのが、今回の会議に

参加しての印象でございます。

それから日本の報告については、当日の席では、

特に発展途上国の方々からこういう考え方は大変

役に立つし、有益なデータが得られて非常にあり

がたかったと言われました。日本の論文もビュー

グラフも、コピーを全部国際会議前に用意いたし

ましたので、出席された方々に十分にわかってい

ただけたと思います。さらに、どうも米国側の評

価も悪くなかったらしく、米国の工学アカデミー

会長での情報通信の専門のウィリアム・ウルフさ

んという方に、岡村･名誉会長を中心に現在企画し

ております紀元2000年３月の「２１世紀における情

報環境と国際協力」というインターナショナル・

シンポジウムで、アドバイサリー・ボードに乗っ

てくださいという趣旨の手紙を永野会長名で出し

ましたところ、それを快諾して下さいました。そ

れとともに、『聞くところによると、日本の原さん

は大変良いお話をされたようで、どうもありがと

う』という趣旨のお手紙が来ておりましたので、

きょうの資料の一番最後につけておきました。私

からの報告はこれぐらいにさせていただきます。

ありがとうございました。

（拍手）

司会ありがとうございました。

国際会議では原さんに発表していただいたわけ

なのですが、この研究が今後、どういう形でまと

まるかということだけでも、もう少し桜井さんに

ご説明いただきたいと思います。

桜井現在、米国側が国際会議のプロシーデイ

ングスを編集中でございます。発表論文全部と、

各グループごとにワーキング・セッションでの議

論をチェアマンやレポーターがまとめたものを一

緒にして、プロシーデイングスとするようです。

最初の計画では年内（1998年）に出す予定のよう

でしたが、今の所はいつ出るかとカユ、出たという

連絡はございません。ただ、やはり来年（1999年）

３月開催予定のＡＰＥＣのＩＳＴＷＧの席には報告

書を出す義務が米国側にございますので、そんな

戸、

〆函、



常

『 可

に遅くなることはないはずだと思います◎

司会ありがとうございました。それでは、今、

桜井さんのお話にありましたように、ご添付申し

上げた資料の中に村井園子さんの報告書がつけて

ございますが、この中の米国の発表などを中心に

もう少し補足してお話しいただけますでしょうか。

よろしいですか。

村井園子若輩者で失礼いたしますが、今回、米

国のほうに派遣していただきまして、非常に貴重

な経験をさせていただきました。私自身は、化学

の研究所に身を置いた時期がございまして、その

関係で環境問題については、化学物質の毒'性評価

とか人体に与える影響とかそういう次元で携わっ

た時期がありました。しかし、十数年が過ぎて、

オゾン層の破壊とか地球温暖化などと、･世の中の

環境問題は非常にグローバルな面が主流になって

おりました。今回、米国の国際会議に参加いたし

まして、ＡＳＥＡＮの方々は環境の勉強をしに来て

いるという感想を持ちました。

私の今回の役割は原様を補佐することと、あと、

産業面での環境活動に関して未熟でしたので、もっ

ぱらＡＳＥＡＮの方々の活動状況がどのような形で

行われたかということを調査することが１つの任

務かなと思い、友達になった方々に、どのような

感じでワーキンググループが進められていたかと

いうことを中心に聞き回りました。報告書にも書

きましたように、やはり中国に至りましては、１

人の方がプレゼンテーション用の原稿も作成した

り発表もされたりという全くの単独行動であった

り、フィリピンもワーキンググループはありまし

たが、会合を開くという段階ではなくて、ただメ

ンバーが３人いるだけで、実際は発表された方が

主にまとめられたという活動のようでした。タイ

に至りましては、ＧＩＮアジア支局発足のバンコク

会議でナンバー２の立場のサンポンという方に、

『チュラロンコン大学の学生さんとか研究員の方

とか何人かいらっしゃっていましたが、なぜプレ

ゼンテーションを行わなかったのですか」と直接

問い合わせたところ、『ＵＳ－ＡＥＰから招待された

から』という答だけで非常に困った顔をされたの

で、それ以上は質問できませんでした。結局、先

程桜井専務理事からご説明あったように、ＧＩＮ会

議のつながりで、タイから７人というＡＳＥＡＮ諸

国の中では多めの人数の参加につながっていたよ

うでございます。

それから、順番が逆になりましたが、米国の発

表については、帰国後ワーキンググループの書類

を整理していて気付･いたことなのですが、日本が

発表したようなデータはレポートとして事前に各

国に送付してあるので、それを新たに国際会議で

発表する必要はないという考え方が基本にあった

のではと思います。そのため、４つの産業に対す

るメトリックスを挙げたあと、今後の取り組み方

を中心に展開するという形式で、具体的なデータ

というのは特に提示いたしませんでした。

それから、一般講演については、ＳＤ（Sustaina‐

bleDevelopment）がＬＣＡよりも特に強調された

内容が多かったのですが、ＳＤを取り入れたらどの

ようにメトリックスの概念が変わるかという、極

端な言い方をすると静的なものから動的なものと

いうような、メトリックスの変換にたいする提案

がございまして、その提案が３日間にわたったワー

キング・セッションのテーマと関わりを持ってい

たように思います◎各講演ブロックと各ワーキン

グ・セッションのチェアはすべて米国工学アカデ

ミーのメンバーが占めておりましたし、ワーキン

グ・セッションの取り進めでも、参加者がいろい

ろと疑問を投げかけても、次の日になりますと必

ず米国側の流れに沿って進められているというよ

うな印象を受けました。

全体的には友好ムードという形でした。私は専

門的な立場では参加できませんでしたが、ワーキ

ンググループの方がワーキング・セッションに参

加されていた場合には、非常に物足りなさを感じ

て帰ってこられたんじゃないかというワーキング・

セッションといえます。やはり、前もってこうい

うテーマと形式で会合を開くのでいろいろと準備

をしてくださいという投げかけが必要だったので

はないかと思います。ですから、最終的にどうい

う形でＡＰＥＣのＩＳＴＷＧに提案書が提出されるの

かわかりませんが、国際会議の最終日に発表され

た提案書ドラフトは、一部ですが、非常にありき

たりな内容にとどまっていたと思います。

この程度でよろしいでしょうか。
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司会ありがとうございます。

それでは最後になってまことに失礼だと思いま

すが、この会議には永野会長もおいでになってい

ますので、もし何かご感想その他お話しいただけ

るようなことがあればお話しください。

永野（日本工学アカデミー会長）この会議と

いうことではなく、エンバイロンメントの問題で

よろしいですか。

司会ぜひお話しください。どんな範囲でも結

構でございます。

永野実は、この会議はやるとかやらないとか

いうお話は、私が会長をお引き受けした時には大

分進んでおりました。まことに申しわけない。

私がこの席で代わりに申し上げたいのは、京都

のＣＯP3でいきなり二酸化炭素の売買の話にいって

しまいましたが、二酸化炭素というのは一体どれ

ぐらい悪さをしているのかということが、人によっ

ても意見が違うというこです。昔は多くの二酸化

炭素があって木がいっぱい生えてて、だから大き

な動物も楽に食ってたと。それが少なくなっちゃっ

て、みんな死んでしまったと、そんな話をする人

もいるぐらいですから、二酸化炭素が多い少ない

という基準の置き方が難しいのですね。

一方、私は銅精錬に携わっておりましたが、今

までさんざん木を枯らしてきて、これはいかんと

いうことでその防止方法はやってまいりました。

それよりも鉱山業は、地球の中に入って仕事をし

ます。ですから、もともと地震には非常に興味が

あるんです。秋田県沖の地震というのがありまし

たが、地中に入っている人は地震があったことす

ら知らない。１人も気づかない。地上にいる人は

大変ひどい被害を受けて、津波も来たということ

なんですが。この場合には、何が大切なのか。地

震予知委員会では、立派な先生方が関わって検討

していらっしゃいますが、最近、地震予知は極め

て難しいという声が聞かれるようになりましたね。

環境問題一般については、衆知を集めた形で結

論にもっていくというシステムがまだできていな

いような、これは原さんには失礼ですが、そんな

気がします。原さんがお話になったように、１つ

１つの部分については大変詳しい統計ができてい

ると思います。それでは、それをまとめた結果を

２０

どういうふうにするのか。私の友達でトマトを作っ

ている人間がおりますが、温室の中でわざわざ二

酸化炭素を出すんです。そうするとおいしいトマ

トがとれる。しかし、大気中の二酸化炭素は、温

室効果ガスとかいわれて地球に悪さをするという

ことで。ところが地球に悪さをするのはメタンの

ほうが大きいのだそうですね。日本では、メタン

は水田からたくさん出ますから、すごい量が出て

いるのですが、だれも何とも言っていない。その

辺の所が、私には理解しにくいですね。

私が、アカデミーのこともよく知らないうちに

カリフォルニアにまいりましたのは、環境につい

て何かインデックスを作るという話が前触れで来

ていたものですから、インデックスを作る時の様

子を知っておかないと後々困るだろうと考えたか

らでざいます。そういうことで、山路さんのご期

待に添えないで申しわけありませんが、本日はこ

の位の所で失礼させていただきたいと思います。

もう一つ言わせていただくと、最近新聞でおも

しろい論説を目にいたしましたが、それは“伝統

というのは宿命ではない”と。私ども銅を作って

いると、何百年間伝統的にやってきたことの何が

悪いんだという気がもともとあるんです。公害と

いうものに対する考え方を、この辺でもう１度考

え直したいですね。“伝統というのは宿命ではな

い”と。伝統というものを正面から見つめ直して、

もう１回知識として吸収し、さらにそれを解析し

検討してみて、新しい立場の産業に持っていくの

が大切なんだというような論説でした。なるほど

なと。そういう観点からすると、環境問題は一生

懸命やらなくてはいけないが、伝統に流されずに、

かつ伝統は無視せずに進めないといけないと思い

ました。やはり、正面から知識として十分に解析

する必要があるということも習いました。自動車

を作るにしても、銅をつくるにしても、いわば伝

統の形があるのですよ。そういうものが多いので

すから、何か新しい動きをしようと思ったら、そ

れをよく勉強してみなくてはいけないですね。

それから、米国デュポンの会長が、国際会議の

ディナーの席で、笑い話におっしゃっていました

が、彼が日本の自動車産業の豊田章一郎さんに

会った時に、章一郎さんに、『日本は何で戦後わ

〆冒司１

毎国、



ずか30年で米国の自動車産業をやっつけたのか、

どうやってそんなことできたのだ』という質問を

したそうです。そうしたら章一郎さんもさるもの

で、『デュポンというのは180年間同じことばかり

やって生きてきた。日本じゃつぶれちゃうけど、

どうやって180年生きてたんだ』と（笑)。物には

そのようにいろいろな見方がある。裏と表がある。

それは表だけ見てもいけないし、裏ばかり見ても。

新聞記者は裏ばかり見てますから、あれはいけな

いですね。私ども、物を発表するにしても聞くに

しても、そういうものがあるのだということを心

得ながら、やっていかなくてはいけないのではと

いうのが、私の会長としての偽らざる今の気持ち

でございます。失礼いたしました。（拍手）

司会どうもありがとうございました。今の永

野会長のお話は大変示唆に富んでいることだと思

います。確かに、環境問題については非常に大変

だという観点から、クレージーにいろいろと全て

のことをやろうとするような考え方もあります。

そういう流れもあります。しかし、日本工学アカ

デミーとしては、科学‘性に基づいた見方で全てを

進めていかなければいけないと思います。それか

ら、永野会長が言われたように、知識を集めて総

合的に見てシステム的に考えるという態度、これ

はぜひ日本工学アカデミーとしては通していきた

いと思うわけでございます。大変良いお話をどう

もありがとうございました。何か結論が出てしまっ

たようで少し困りますが、これからまだ残り15分

ほどありますので、原さんに質問を受けていただ

きたいと思います。ぜひ、活発に質問をしていた

だけたらと思います。いかがでございますか。

関義辰では、質問をさせていただきます。こ

の環境保護活動のメリットとして２つ挙がってお

りますが、１番目はわかりますが、２番目は、コ

スト削減できると読むのですか、それともコスト

削減が期待できると読むのですか。

原コスト削減できたということです。それから

できるの、両方です。

関今、僕らが聞いている範囲では、リサイクル

その他いろいろやろうと思えばどうしてもコスト

がかかる。しかし、どなたかのサポートがあれば

何とかなると。それでみんな困っているように間

いているのですが。

原リサイクリングのほうはそうですが、資源の

活用、ですから歩どまりを上げるとか、そういう

方面ではということです。

関それは確かにそうですが、原さんもよくご存

じのように、歩どまりを簡単に上げると言っても、

コスト削減はいかがでしょうか。

原今までむだに捨てていたものを捨てないよう

にするとか。

関そのためにはコストをかけなくちゃいけない

というのが、僕らの普通の理解ですが、何かから

くりがあるのでしょうか。

原化学でですか。

関いやいや化学でなくて、工場で何かやる時に、

今、おっしゃったように、歩どまりを上げたい。

そうすると、確かにその分のコストは削減できる

のですが、歩どまり上げることをやると、普通は

コストがかかりますね。今、工場でやっておられ

る方は、コストが最低になるような所で我I慢して

いる。

原最適の所をとっているわけですけどね。

関ここにお書きになっているコスト削減という

のは？

原エネルギーの場合は完全にいくでしょう。こ

れは、エネルギーを減らすということです◎

関エネルギーも、エネルギーを使うのを減らす

ということは非常に良い。一番良い例が冷蔵庫で

すね。値段はあまり上がらないで、非常に大きく

消費エネルギーを削減をしております。しかし、

一般的に言うと、多分これでみんな悩んでいるの

ではないかということを質問したいのですが。

原下郷さん、具体例でいかがですか。

下郷太郎ISO14001の認証を得た会社を相手にし

たアンケート調査によりますと、やはり最初はコ

ストがかかると。しかし、数年たつうちに、従来

のやり方よりもコストダウンにつながってきたと

いう回答が多いんですね。ですから、今のご質問

にあったような議論は、時間的に追っていかない

とわからないのではないかと思うのです。結論と

して、アンケートの結果では、コストダウンにつ

ながっているということは事実ですね。

原同じことはＴＱＣの場合にもあるのではないで
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すか。最初はコストがかかるのですが、長い目で

見ると絶対的に下がっているのです。ですからあ

れだけ普及したと思うのです。ただ、そういう実

例が何かあれば、私も知りたいですけどね。マテ

リアル・セービングしたらすごくコストが下がっ

たとか。

関今、皆さんが理解しているのは、歩どまりを

上げるよりもっとコストを下げたい。実際、それ

をぎりぎりまでやっていると一応は思っています。

将来コストが下がる見込みがあるものは、やって

いるでしょう。しかし、なかなかそれがうまくい

かないと。どうも米国のどなたかがそういうふう

に言ってますね。単純に環境保護活動だけでコス

トが下がる、というのはちょっと言い過ぎではな

いかと。

原１つの論理の飛躍があることは、確かに認め

ます。この件について、山路さん、いかがですか。

司会実例として、どの会社がどうだというこ

とは申し上げられないのですが、実は、私は

ISO14001の審査をし登録証を出す協会の責任者を

やっております。同じような組織は日本に＋幾つ

かありますが、その経験から申し上げます。

ISO14001をとった事業所では、そこの所長さんが、

こういう環境目標を立ててそれを年内に達成させ

るというようなことを言います。エネルギーの節

約をどのぐらい実行するとか、さらに材料の節約

をどのくらい実行するとか、水もあります。そう

いう目標を立てておやりになると、やはりコスト

セービングにつながるそうです。ISO140Olの審査

登録を受けるには、数百万円かかるわけなんです

が、それ以上のコストセービングを最初の年から

達成できた、と喜んでいただける場合が結構たく

さんあります。ISO14001をとるとコストセービン

グにつながる、だから早くおとりなさいと審査登

録センターで広告、宣伝しているわけではござい

ませんが、実際にそういう例はあるようでござい

ます。

それから、リサイクルのことまで考えますと、

設計の段階で部品の共通化とかあまりいろいろな

材料を使わないとか、さらには加工しやすくする

とか、何か張りつけたりするようなことは極力避

けるというようなことを１点ずつ考えてやってい

2２

くことになるわけですが、そのようなことをして

いると、結構コストの節約につながります。昔、

バリュー・エンジニアリングというのがございま

して、まず機能と品質を満足させた設計をし、そ

の次の段階で機能は変えずにコストダウンを計る

という設計をしておりました。それと同じように、

コストダウンと同時に、環境面で材・料の節約や加

工エネルギーの節約を考え、さらにリサイクル可

能性を配慮した設計をしますと、相乗効果で結構

コストが下がった設計ができるということを言わ

れる方が多いようです。

何か設備を新しく入れる時、例えば、ダイオキ

シンを出さないような焼却設備を入れたりすると、

確かにコストは上がるかもしれません。それから、

リサイクルして何かものを作るという場合に、で

きたものがバージン・マテリアルだけから作った

ものよりもコストがかかってしまうことも実際ご

ざいます。大きな設備投資をしたり、リサイクル

したりという段階でコストが上がるということは、

考えなくてはならない１つの問題として残ってい

ると思います。先程、原さんのおっしゃられたの

は、ものを作る時にエネルギーを節約し、原材料

を節約すると、その段階ではコストが下がるとい

うように考えていただいてよろしいのではないか

と思います。

関どうも失礼いたしました。

原どうもありがとうございました。

司会そのほか、どうぞ。

長谷川幸男原さんには以前から大変お世話になっ

ております。精密機械工業に携わっていらっしゃ

るので、幅広くいろいろなことについてお考えに

なられ、感心してお伺いしておりました。どうも

ありがとうございました。

むしろ、私の方からのお願いになるかもしれま

せん。実は、私は、ＩＳＯの制定について十数年、

ある分野で日本の代表を務めております。なかな

か大変でございまして、いろいろな会社の方も入っ

ておられますが、通訳なしに英語でディベートが

できる人はわずかしかおりませんし、ものすごく

忙しいのです。ヨーロッパへ行くことが多いので

すが、そこに一緒に行ってくださいと言ってもな

かなか行っていただけない。つまり、そういう企

“＝ｈ
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画を決める時に、非常に熱心に議論して下さった

方が、必ずしも報われないということがございま

す。考えてみますと、例えば、ＩＳＯの9000にしま

しても、ついこの間まで日本はTQC、デミング賞

などが非常に盛んで、ＴＱＣは日本だというような

つもりでおりましたが、いつの間にか9000でやら

れてしまったと。どういうわけなのだろうという

ことを感ずるわけです。14000でもそれに近いよう

なことが言えるわけです。日本ではかっては追い

つけ追いつけで、そんな暇がなくてやってきたわ

けですが、最近このような状態になりますと、も

うちょっと成熟した考え方が必要なんじゃないか。

つまり、個々の企業に直接いろいろ言ってもなか

なかやっていただけないので、そのような意識を

興す運動を、ぜひ工学アカデミーで手がけていた

だきたいというふうに思います。

先ほど、原さんが、建築物の寿命を長くする、

それは非常に良いことなんだというふうにおっしゃ

いましたが。

原それはワーキンググループの方が言われたの

です。私の知恵ではないのです（笑)。

長谷川私、それについてはいろいろ悩んでいる

ことがございます。ヨーロッパのカーメーカーを

結構足しげく訪ねますが、例えば、ベンツへ行き

ます。そうしますと、ある人は『このベンツは100

万キロ乗れるが、今は70万キロだ』と誇らしげに

言うわけです。ところが、日本車のセールスの人

に聞きますと、『３～４年でかえてください』と。

７～８年も乗るともう長く乗ったというような意

識になっています。ベンツは値段が非常に高い。

高いが、長く保つから良いという意識をどのよう

に作っていったら良いかと考える場合、個々の企

業の利潤をどのように上げるかというような考え

方からはなかなか出にくい。それこそ長年にわたっ

て、いろいろ環境についておやりになってこられ

た日本工学アカデミーの方々が提言をされるとい

う方がふさわしいんじゃないかと思いました。

この前も、ロールスロイスをかなり詳しく見学

させていただきました。ロールスロイスは手づく

りで有名ですが、一般的なことは自動化していま

す。普通の車以上の良い仕上げをするために人の

手を随分かけています。そこの事業部長さんに、

『おたくの会社では車を何年保たせるつもりで作っ

ているのですか』と聞いたら、ニヤッと笑って

『フォアエバー』と言われ、びっくりしました。

するとすかさず、『あなたは、今変な顔をしたが、

ロールスロイス社が設立以来作った車の50％は、

今も動いているのです』と言われて大変驚きまし

た。つまり、建築物にしても、工業製品にしても、

大事に長く使えば非常によろしいのではないか。

しかし、そういう発想は、個々の企業の厳しい利

益追求の中からなかなか出にくいということで、

今後のお願いもかねまして、日本工学アカデミー

でやっていただいたら良いような、非常に大切な

テーマではないかと思います。ご意見をお伺いで

きればど思います◎

原長谷川先生のご意見、まさにそのとおりでし

て、やはり、大量生産、大量消費、大量使い捨て

などは、現在絶対的に行き詰まりました。やはり、

パラダイムと消費者の考えが変わらなければだめ

だし、そういう方向に向いているだろうと思いま

す。今は、メーカーの中で物は売れてなくてもメ

ンテをやっている所は左うちわなのですよ。新製

品は頭打ちになっても、メンテのほうで利益が出

ているようです。ですから、おそらくそういう産

業構造、新しいピルが建つよりもメンテとリノベー

ションでいく。そういう構造に変わっていくと思

うのが１点です。

それから、もう１つは、今度の国際会議で自分

にとって良い経験だったと思いますが、ああいう

国際的な議論の場に行きますと、２つの要素が必

要なのです。１つは、周りを見て相手の議論をフォ

ローするだけの語学力です。それ以上にもっと大

切なのは、こっちに中身がなくてはだめというこ

とです。今度の場合、ワーキンググループの方が

たくさんの中身を私にくださったので、私として

は非常にやりやすかったのです。先生、そうでな

いとISOの9000でも14000でもすべて向こうのベー

スになっちゃいますね。村井さんの報告の中で、

１つ大変に身に泌みたのは、ああいうパネルの分

科会の議論ではネイティブの人の議論にフォロー

できなかったという一文です。これは誰にもあて

はまると思います。我々日本人は、やはりフォロー

できないですね。英語ができる方は、中身がない
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からだめです（笑)。やはり、両方なくてはだめで

す。そういう意味で、ＩＳＯのスタンダードでも何

でも、完全にデファクト・スタンダードになるも

のは、全部向こうにやられてしまいます。これは、

非常に良いポイントであって、日本工学アカデミー

もせっかくこれだけ中身があるのですから、さら

にこの中身を外に向けて発信して欲しいと思いま

す。

司会どうもありがとうございました。大体、

時間になったようでございますので、もう一方だ

け何かご質問があればお受けしますが。

不破祐不破でございます。大変考えさせる多

くの問題、回答をいただきましてありがとうござ

いました。本日は国内だけの問題のお話だったの

ですが、やはり日本が直接一番困るのは、大陸に

おけるいろいろな排ガスの処理が殆ど行われてい

ないことです。私も鉄関連の仕事をしてきたわけ

ですが、来言世紀には必ず中国が．世界の鉄の生産景

をリードするようになると思います。しかし、二

酸化炭素については殆ど何も行われていないわけ

です。今よりもつと自動車がふえましたら、北京

にしても上海にしても、排ガスによる公害という

のは東京オリンピックの前の東京と同じ、あるい

はそれ以上になるかもしれない。そういうことを

考えますと、日本がこれから一番困るのは中国か

ら大量に放出される二酸化炭素だと思うのです。

そういうものに対してどう対処するかということ

を、国内のことだけ考えるのではなく、やはりど

こかでぜひ考えていただきたいと思います。

原これは山路さん、地球環境専門部会の問題で

すね、この委員会で。

司会先生のおっしゃられたとおりだと思いま

す。日本工学アカデミーとしても、今後のテーマ

として何かそういう方面の活動ができれば良いの

ではないかと思っております。しかし、なかなか

大変な問題だと思います。

不破中国のゴビ砂漠でいろいろな風が吹きま

すと、韓国が困っているわけです。ゴビ砂漠には

製鉄所はありませんから、もっと南のほうでさら

に産業が発達すると、日本がまともに被害を受け

るだろうと思います。

司会地球環境専門部会には、EPI委員会の他

２‘

に温室ガス対策委員会、国土保全等環境改善のグ

ループというのがございまして、国土保全と環境

改善のグループのほうは、中国まで含めてそういっ

た酸性雨を中心にした問題に取り組んでおられる

と思います。２月５日には、このサロンで岩佐先

生のお話がございますので、何らかのお話が聞け

るのではないかと期待しているわけです。

時間になりましたので、この辺で終えたいと思

います。米国で行われたEPI国際会議について、

米国の工学アカデミーからお誘いがあった時に、

その文面その他から米国の戦略をみんなでディス

カスして察知した、察知というか推測したわけで

ございますが、米国はアジア地区、ＡＰＥＣ諸国に

対して非常に戦略的にアプローチしてきていると

思います。ＣＯP3とか4の会議でも米国が示してお

りますように、とにかく先進国だけ規制をするの

でなくて、発展途上国も規制をかけるべきである。

そうしないと批准しないとか米国も言っているよ

うでございます。このEPIの指標を作って、ＡＰＥＣ

で何らかの承認事項にもっていこうというような

意図も１つあるのではないかと思います。まずＥＰＩ

の指標を作って、その指標に合うように途上国を

誘導しようという考え方があります。

もう１つは、それと同時に、先ほど専務理事か

らお話がありましたように、ＵＳ－ＡＥＰという援助

エージェントを作りまして、環境に対しての援助

も片方で匂わせる。さらに、米国自身は環境問題

に対してあまり関係していないように見えますが、

実は環境産業というのは非常に大きな産業になっ

ているということは新聞に載っていたとおりでご

ざいます。その産業が、今、東南アジアに大変な

売り込みを図っております。先日の米国が主催し

た国際会議、あるいは米国主催でなくても東南ア

ジアの国が主催する会議に行きましても、そこで

米国の環境産業のカタログ集を配るのですよ。電

話帳によくイエローページってございますが、そ

れと似たようなグリーンペーパーというものがあっ

て、グリーンの紙に米国の環境産業のカタログを

全部盛りこんでいます。それで売り込みを図って

いるというわけで、米国はいろいろな面からＡＰＥＣ

諸国に戦略的にアプローチしていると思います。

このEPIの問題について、我々も一緒に参加し
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てみようと考えたのは、米国のそういった戦略の

意図をもっと探ることと、もう１つは米国だけに

任せておくと日本の意見が入らないし、日本の意

見が入らないとかなり勝手なことをされると思え

たからです。決して、私は米国に対抗するつもり

はございませんが、やはりＡＰＥＣ諸国にとって一

番良い方法を日本も一緒に考えてあげなくてはい

けないんではないかと思います。そういうことも

含めまして、EPI委員会に出席されたワーキング

グループの方々にはいろいろお骨折りをいただい

て、今回のような結末になったわけでございます。

そのようないきさつがございますが、これからも

地球環境専門部会としては皆様のご意見を入れて

活動してまいりたいと思っております。

本日はこれで終わります。原さんのご努力、熱

弁に感謝の意を表していただくと同時に、ここに

ワーキンググループの方々がおられますので、一

緒に労をねぎらっていただくように、皆さんで拍

手をしていただければ幸いでございます。（拍手）

どうもありがとうございました。

㈱日本工学アカデミー
１

EPI（環境対応指標）委員会・同ＷＧ名簿

[EPI委員長］

山路敬三国際委員会、地球環境専門部会

[EPI共同委員長兼ＥＰＩ－ＷＧ主査］

原燈之助国際委員会

[EPI委員］（五十音順）

秋元勇巳国際委員会

飯塚幸三国際委員会、エネルギー専門部会

石井吉徳地球環境専門部会、エネルギー専

門部会

桜井宏専務理事

下郷太郎地球環境専門部会

鈴 木 浩 国 際 委 員 会

三井‘恒夫国際委員会、エネルギー専門部

会、地球環境専門部会

山本良一地球環境専門部会

[EPI-WGメンバー］（五十音順）

伊藤哲志トヨタ自動車（株）

太田博光東京電力（株）

小寺嘉一三菱電機（株）

高塩・博セイコーインスツルメンツ（株）

高松信彦新日本製織（株）

滝義宏三菱化学（株）

田辺潔国立環境研究所

新谷研二トヨタ自動車（株）

村井卓郎三菱マテリアル（株）

森口祐一国立環境研究所

米淫敏男（株）竹中工務店

[EPI-WGアドバイザー］

横山宏日立製作所（株）

[EPI-WGオブザーバー］

中山亨通産省

[EPI委員会。ＥＰＩ－ＷＧ事務担当］

村井園子
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ＥＰ|委員会・ＥＰｌ－ＷＧ会議の討議概要

①AdhocCommitee会議［1997年10月17日］

・本委員会の名称をEPI委員会と定め、1998年秋に米国で開催の国際会議に参加するという基本方

針を決定。EPI検討の対･象産業は自動車、篭機・電子、化学、建築の４つとした。作業機構とし

てＥＰＩ－ＷＧを設置することとし、ＷＧメンバー選定を各委員に委任。国際会議のpresentationは

原共同委員長に委任。

②第１回ＥＰＩ－ＷＧ会合［1997年12月１日］

ｏＥＰＩ－ＷＧの作業内容等の確認。ＩＳＯやＯＥＣＤの活動状況の説明を受け、EPIに対するＥＰＩ－ＷＧ

としての取り組み方について意見交換。

③第２回ＥＰＩ－ＷＧ会合［1997年12月22日］

・ISOやＯＥＣＤの活動状況について理解を深めるために、山本EPI委員の講義を受け、その後デー

タ収集経路等について意見交換。

④第３回ＥＰＩ－ＷＧ会合［1998年１月22日］

・国際会議内容確定通知を受け、ＥＰＩ－ＷＧの作業スケジュール決定。

EPIの検討にあたっては、ＩＳＯの考え方にとらわれることなくＳＤやＬＣＡを取り込むこと等を確

認。

⑤第４回ＥＰＩ－ＷＧ会合［1998年３月４日］

・産業別に４部会に分かれて作業を行い、各部会ごとに１桁の数のEPIを次会合で提示すること等

を確認。

⑥第５回ＥＰＩ－ＷＧ会合［1998年４月20日］

・各部会ごとに幹事役が作業内容の中間報告をし、意見交換。４部会に共通する項目として、エネ

ルギー消費難、酸性雨関連項目、温室効果ガス、ISO14001取得比率を確認。

⑦第６回ＥＰＩ－ＷＧ会合［1998年６月24日］

・各部会ごとに幹事役が最終報告をし、意見交換。４つの産業の整合性を計る、具体的なデータを

提出すること等を確認。

⑧第７回ＥＰＩ－ＷＧ会合［1998年９月１日］

・原主査作成の国際会議用SummaryDraftの内容説明後、メンバー間で意見交換し、訂正すべき

点等を確認。

⑨第８回ＥＰＩ－ＷＧ会合［1998年10月６日］

・Ｓｕｍｍａｒｙの最終Draft作成にむけて、修正Draftについてメンバー間で意見交換。

⑩EPI国際会議でPresentation［1998年11月２日］

・原主査がplenaryで“EnvironmentalPreservationActivitiesofSelectedJapaneselndustrial

Sectors，，と題してpresentatinを行う。

⑪第101回談話サロンで報告会［1998年12月16日］

・原主査が“日本産業界の環境保護活動”と題して、ＥＰＩ－ＷＧの成果とEPI国際会議の様子を報告。

⑫EPI委員会・ＥＰＩ－ＷＧ合同会議［1998年12月16日］

・報告会に引き続き、合同の最終会議。
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EnvironmentalPreservationActivitiesof

SelectedJapaneselndustrialSectors

ReinosukeHARAandKeizoYAMAJI

GlobalEnvironmentDivision，TheEngineeringAcademyofJapan

4F-ShinmaruBld9.,1-5-1,Marunouchi，Chiyoda-ku，Tokyo，Japan

lntroduction

Preservationoftheenvironmentwhileachievingsustainableeconomicdevelopmentisoneof

themostcriticalissuesconfrontingtheworldtoday、

Ontheintemationallevel，extensivediscussionshavebeengoingontoestablishglobal

standardsforenvironmentalpreservationaswitnessedbytheCOP-3conference・InJapanese

businesscommunity，theFederationofEconomicOrganizations（KEIDANREN)，compileda

listofvoluntaryenvironmentalactionplansthatJapanesebusinesseshaveundertakeninline

withintemationaltrends，Manyfirmshaveevenestablishednumericaltargetsforreducing

energyconsumptionandcarbondioxideemｉｓｓｉｏｎｓｂｙｔｈｅｙｅａｒ２０００ｏｒ２０１０・

Togetherwithlegislativeactions，theGovernmentofJapanisalsopromotingresearchand

developmenttodealwiththeenvironment，Underｔｈｅ”ScienceandTechnologyBasicLaw”

thatpassedtheDietinl996，ｔｈｅgovernmentsetatargettopromoteR＆Ddealingwithglobal

issuessuchasenvironmentalpreservation，

Inresponsetothestepped-upactivitiesbythegovernment，academiccommunityandbusiness

community，Japaneseconsumersarebecomingincreasinglyawareoftheimportanceof

environmentalissuesandarebeginningtoaccepttheideaofpayingmoreforenvironmentally

friendlyorrecycledproducts・

Thepurposeofestablishingenvironmentalindicatorsistomeasureenvironmental

achievementsofindustries・Inthispaperlwillsummarizeenvironmentalpreservationactivities

offourrepresentativeindustrialsectors:electric/electronics，automobile，Chemical，and

buildingconstruction，ａｎｄｔｈenwewillcontinuetodiscussindicators．

ActionstakenbySelectedJapaneselndustrialSectors

Therewerecommonobservationswithregardtoenvironmentalactionstakenbythefour

industriesselected，Japaneseindustryhasadopted”Lifecycleassessment”asatoolto

developnewproductsandcreationofnewbusinesseswiththeleastimpactontheenvironment・

Thesurveyofselectedindustriesmadebytheworking-groupshowedthatenvironmental

preservationactionshavebeentakenon31evels:management，factoryoperation/production，

andproductdevelopment（Ｔａｂｌｅｌ，Ｐ,7)．
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Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔlevel

Onthemanagementlevel，theactionshavefocusedon：

ISO-14000seriescertification

lnvestmentintoenvironmentrelatedfacilities，ｅ､９．emissionreductionsystems

Trainingofenvironmentalspecialistsandworkers

Othercommonlyobservedactionsincludetheestablishmentofadialoguewithlocal

community，andthetransferofenvironmentalpreservationtechnologytooverseasoperations．

Merits

Environmentalactionshavebroughttwodistinctivemeritstocorporations:higherawarenessof

employeestowardenvironmentalissuesandareductioninoperationalcoststhroughenergy

conservation，materialreductionsandrecyclingofusedpartsandproducts．

ISO-14000series

TheenthusiasmofJapanesecompaniestowardenvironmentalpreservationisclearly

representedbythenumberoforganizationsthatearnedlSO-14000seriescertifiications・

ISO-14000seriescertificationbeganinl996、ThetotalnumberofJapaneseorganizationsthat

obtainedlSO-14001certificationsexceededlOOOasofJuneandreachedll74asofAugust（Fig.１，

p,4)．ＡｓｏｆＡｕｇｕｓｔ，48.3％oflSO-l4001certifiedorganizationswerefromtheelectric／

electronicsindustry，10.6％fromthemachineryindustry，8.3％fromthechemicalindustry，

6.8％fromtheprecisionmachineryindustry，4.8％fromthetransportationindustry，2.7％

fromtheserviceindustry，ａｎｄtheremainingpercentagefromvariousotherindustries（Fig.２，

P,16)．

Ｓｍａｌｌａｎｄｍｅｄｉｕｍ－ｓｉｚｅｄｃｏｍｐａｎｉｅｓ

Ｔｈｅｇｒｅｅｎｍｏｏｄｉｓｓｐｒｅａｄｉｎｇｔｏｓｍａｌｌandmedium-sizedcompanies，especiallythosewith

businesstieswithlargecompanies・Ｔｈｅｍｏｖｅｂｙｓｍａｌｌａｎｄｍｅｄｉｕｍｓｉｚｅｄｃｏmpaniestoobtain

ISO-14001certificationappearstobefueledbypressurefromlargecompaniestotakefull

actiononenvironmentalpreservationononeside，andincreasedawarenessbyconsumersto

purchaseenvironmentallyfriendlyproductsontheother．

FactoryoperationandproductionIevel

Preservationofenergy

Actionhasbeenfocusedonpreservingenergytoreduceemissionsofcarbondioxideandother

greenhousegases（Fig.３，ｐ､6)．

Preservationofwaterresources

Anotherimportantenvironmentalissueisthepreservationofwaterresources・Japanese

industryhasbeenmakingtremendousstridesinreducingwaterconsumption，purifying

contaminatedwaterandrecyclinRusedwater．
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Productdevelopmentlevel

Efforthasbeendirectedatdevelopingenvironmentallyfriendlyproductsthatconsumeless

energy（Fig.４)，offercleanoperationwithbetterenvironmentalperformance，andpermiteasy

recycling．”Lifecycleassessment”servesasanimportanttoolduringthedevelopmentstage

forevaluatingtheenvironmentalimpactofnewproducts．

Environmentalperformanceindicators

Thereareindicatorswhichcanbecommonlyusedthroughoutthefourselectedindustriessuch

aslevelsofcarbondioxideandothergreenhousegasemissions・However，eachindustryhas

indicatorsandformatsoftheirownwhichreflectcharacteristicsoftheindustry・Fordetails

refertothetablesinthｅａｎｎｅｘ．

Electric/electronicsIndustrv

Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

lSO-14001

Theelectric/electronicsindustryisoneofthemostenvironmentconsciousindustriesinJapan，

Ｔｈｅｉｎｄｕｓｔｒｙｗａｓｏｎｅｏｆｔｈｅｆｉｒｓｔｔｏｒecognizetheimportanceofenvironmentalmanagement

andestablishanauditorganizationforthelSO-14001．Asmentionedearlier，ｔｈｅｔｏｔａｌｎｕmber

oflSO-14001certifiedorganizationsfromtheelectric／electronicsindustryaccountedfornearly

50％ofthetotal．

ＧＩobaloperations

Japaneseelectric/electronicsindustryhasbeenoperatingonaglobalbasis，Thishasledto

theircontinualeffortstominimizetheimpacttheirbusinessactivitieshaveontheenvironment

inallregionsoftheworld．

Factoryoperationandnewproducts

Asinotherindustries，Japaneseelectric/electronicsindustryhasinvestedheavilyinthe

reductionofenergyconsumption，andinthedevelopmentofenergyefficientand

environmentallyfriendlyproducts（Fig.４，ｐ,6)．Asaresult，newlydevelopedconsumer

electric/electronicsproductshaveincreasedenergyefficiencyandbetterenvironmental

performance．

Newpowergenerationtechnologies

lnthefieldofconventionalpowergeneration，efforthascenteredonthedevelopmentofenergy

efficientpowergeneratorsandpowertransmissionfacilitiesthatcontributedirectlyto

environmentalpreservation（Ｆｉｇ．５，ｐ､16)．

Inadditiontoimprovingconventionalpowergenerators，theJapaneseelectric/electronics

industryhasbeenactivelyengagedinthedevelopmentofnewpowergeneratingandsaving

technologies，Theseincludenuclearpower，combinedcyclepower，solarpower，fuelcells，
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newbatteries，recoveryofwasteheatsfromriver/sewagewater，andsocalledeco-energies・

TheJapaneseelectric/electronicsindustrywasapioneertojoinforcesinaconsortiumcreated

tostudytherecyclingofusedproductsinanefforttodecreasewaste，Ｉｎｆａｃｔ，apilotplanthas

alreadybeenbuilttorecycleusedconsumerelectricproducts（Photo、１＆Photo、２，ｐ,17)．

NewstepfortheJapaneseelectric/electronicsindustryistherecyclingofhomeappliances・Ｉｎ

Ｍａｙｌ９９８，theJapanesegovernmentpassedanewlegislationrequiringthemandatory

collectionandrecyclingbythemanufacturersofallcolorTVs，refrigerators，washing

machinesandair-conditioners，Thelegislationtakeseffectintheｙｅａｒ２００１．

Automobileindustry

Typicalassemblingindustry

Automobileindustryisatypicalassemblingindustrywithmorethan30,000partsmadefroma

varietyofmaterialstoavarietyofspecifications，Theindustryhasahighratioof

outsourcing．

Priorityissues

Whiletheautomobileindustryhasheavilyinvestedtoincreaseenergyandmaterialefficiency

andtoreducetheenvironmentalimpactassociatedwiththeproductionprocess，theindustryis

stillfacedwithtwoveryseriousissues:thedevelopmentofenvironmentallyfriendlyvehicles

andthetreatmentofusedvehicles．

Lifecycleassessment

Theautomobileindustryishighlyintegratedwithbothup-streamanddown-streamsectors，

Forthisreason，”Lifecycleassessment（LCA)',hasbecomeoneofthemostimportanttools

forimplementingenvironmentalpreservationactions・TheJapanAutomobileManufacturers

AssociationhasbeenstudyingLCAｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｆｌｏｗｃｈａｒｔｏｎｔｈｅｒｉｇｈｔ、

Averyimportantcharacteristicoftheautomobileindustryisthat，throughoutthelifecycleof

anautomobile，８３％ofenergyisconsumedwithcarbondioxideemissionsofmorethan85％

duringuse，makingtheimprovementoffuelefficiencyakeyissue（Fig.６＆Ｆｉ貝．７，ｐ､9)．

Usedvehicles

TherecyclingofusedvehiclesisanimportantsubjectwhenapplyingLCAtotheautomobile

industry・InJapantherehasbeenashortageoflandfillsforwastes，includingshredderdusts・

Automobilerecyclingrateof75％（７５vehiclesrecycledoutoflOOusedvehicles）indicates

higherrecyclingratethanothermanufacturesproducts，butthiscurrentrecyclingrateshould

beincreased．

Environmentallyfriendlyvehicles

MostoftheeffortsoftheJapaneseautomobilemanufacturerstopreservetheenvironmenthave

focusedonthedevelopmentofenvironmentallyfriendlyvehiclesbasedonthefollowingdesign

parameters：
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Increasedfuelefficiency

Reducedemissionsofpollutantgases:ＣＯ２，ＨＣ，ＣＯ，NOXandPM

Reducednoise

lncreasedrecyclingrate

Toyota，sPriusandMitsubishi'ｓＧＤＩｅｎｇｉｎｅｐｏｗｅｒｅｄｃａｒｓｓｅｒｖｅａｓｔｗorecentexamplesof

envil･onmentallyfriendlyvehicles（Ｆｉｇ．８，ｐ・１０＆Ｆｉｇ．９，ｐ､11)．

Chemicalｉｎｄｕｓｔｒｙ

ResponsibleCare

Ensuringtheecologicalsafetyofchemicaloperationshasbecomeanessentialitem・

Companiesthatdealwithchemicalsubstancesmustadoptmanagementsystemsthatfocuson

environmentalpreservation（Fig.１０，ｐ,12）andproductsafety・

Reflectingthistrend，theJapanChemicallndustl･iesAssociationhasadoptedResponsibleCare

principles，allinternationallyrecognizedsetofstandardssupportedbytheUNandmany

nationalgovernments，introducedbytheCanadianChemicalProducersAssociation（CCPA)．

Amongthe85companiesthatjoinedResponsibleCareJapan，１５haveobtainedlSO-14001

certificaljonbythisJune，

TheJapanesegovernmenthasalsocompletedatest-useofPollutantReleaseandTransfer

Register（ＰＲＴＲ)，similartotheAmericanToxicReleaselnventory（TRI）inaneffortto

extendPRTRtonation-widelevelunderthecooperationofthechemicalindustry．

Ｄｉａｌｏｇｕｅａｎｄｐｕｂｌｉｃａｃｃｅｐｔａｎｃｅ

Ｔｈｅimportanceｏｆｔｈｅｌｏｃａｌｃｏｍｍｕｎｉｔｙｓｕｐｐｏｒｔｔｏｃｈemicalcompanieshasledtoestablishment

ofadialoguebetweencommunityleadersandchemicalcompanies，Ｔｈｅｄｉａｌｏｇｕｅｉｓａｗａｙｆｏｒ

ｃｏｍｍｕｎｉｔｙｍｅｍｂerstofeelsaferabouttheexistenceofchemicalcompaniesintheirbacｋｙａｒｄ

ａｓｗｅｌｌａｓａｗａｙｆｏｒｍａｎａｇｅｒｓｏｆchemicalcompaniestoshowtheirconcemforenvironmental

safety．

ｇ１ｕｉｌｄｉｒｌgConstructionlndustrV

lntegratedsystem-demolition/construction

Thebuildingconstructionindustrydiffersfrommanufacturingindustriesintheaspectthatthe

deｍｏｌｉｔｉｏｎｏｆａｎｏｌｄｂｕｉｌｄｉｎｇａｎｄｔｈｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎｏｆａｎｅｗｏｎｅａｒｅｉｎｍａｎｙｃasesperformed

consecutively、Thisaspectleadstoenvironmentalactivitiesbeingperformedasanintegrated

systemofdemolition，construction，maintenanceandrenewal．

Features

Thereareanumberoffeaturesrelatingtotheenvironmentalaspectsofthebuilding

constructionindustry．
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Aswiththeelectric/electronicsandautomobileindustries，energyconsumptionduringuseis

extremelyhighoverthetotallifecycle、Thereforereducingenergyduringusethroughbetter

insulation，architecture，anddesignwouldhaveastrongimpactonoverallenergyuse（Fig.１１，
P､17)．

Ｎｅｅｄｆｏｒｐｒｏｌｏｎｇｉｎｇｔｈｅｌｉｆｅｏｆａｂｕｉlding

Anotherwaytoreducetheentirelifecycleenergyofabuildingisｔｏｐｒｏｌｏｎｇｔｈｅｌｉｆｅｏｆｏｎｅ・

Bydoublingthelifeofabuilding，itispossibletoreducetheoverallCO2generationofan

ordinaryofficebuildingbyapproximatelyl0％．

Needforrecycling

Duringtheproductionphase，buildingmaterials，suchascementandsteelproducts，consume

substantialenergy、Demolitionorrefurbishingofanoldbuildingproducesvastamountof

wastes，suchasconcreteandsteel・Creatingamethodofrecyclingthesematerials，withhigh

energyefficiency，wouldservetoreduceanalreadyhighloadontheenvironment．

Lifecycleassessment

Using“Lifecycleassessment”asatooltoevaluateenvironmentalpreservationinthe

buildingconstructionindustryincludingdemolition，construction，use，maintenance，

refurbishing，andrecyclingwouldleadtohigherenvironmentalpreservationandservｅｔｏ

ｌｏｗｅｒｃｏｓts・

Energyconsumptionduringusedependsonseveralfactors:design，insulationofouterwalland

theefficiencyoffacilitiessuchasair-conditioningandlighting，Toindicatetheefficiencyof

energyconsumptioninabuilding，twoindexesareused:PerimeterAnnualLoad（PAL)，

whichisusedtoindicatetheinsulatingperformanceofouterwall，andCo-efficientofEnergy

Consumption（CEC)，whichisusedtoindicatetheefficiencyoffacilities．

Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔｅｆｆｏｒｔｓｏｆｔhebuildingconstructionindustryhavebeendirectedtowardobtaining

ISO-14001certification，Althoughthenumberofcertifiedorganizationsinthebuilding

constructionindustryissmallatpresent，theeffortsoftopmanagementtowardcertificationis

reflectedintherapidlyincreasingnumberofcertifiedorganizations．

Conclusion

TheenvironmentworkinggroupoftheEngineeringAcademyofJapanfeelstheneedforthe

followingactionsthroughinternationalcooperatioｎ．

1．Establishmentofrelevantdatabase、

2．Collectionandassessmentofenvironmentalperformanceindicatorsfordifferentindustrial

sectors．

､３２
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3．Researchanddevelopmentfornewenvironmentalpreservationrelatedtechnologies‘

4．Internationalconsensusontheuseofeco-labelinR．
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ＹｕｈｉｃｈｉＭＯＲＩＧＵＣＨＩ；NationallnstituteforEnvironmentalStu，

ＴａｋｕｒｏＭＵＲＡＩ；MitsubishiMaterialsCorp・

ＫｅｎｊｉＮＩＩＹＡ；ＴoyotaMotorCorp・

ＨｉｒｏｍｉｔｓｕＯＨＴＡ；TokyoElectricPowerCompany

NobuhｉｋｏＴＡＫＡＭＡＴＳＵ；NipponSteelCorp・

ＨｉｒｏｓｈｉＴＡＫＡＳＨＩＯ；SEIKOInstrumentslnc・

YoshihiroTAKI；MitsubishiChemicalCorp・

ＫｉｙｏｓｈｉＴＡＮＡＢＥ；NationallnstituteforEnvironmenｔａｌＳｔｕｄｉｅｓ

ＨｉｒｏｓｈｉＹＯＫＯＹＡＭＡ；HitachiLtd・

ＴｏｓｈｉｏＹＯＮＥＺＡＷＡ；TakenakaCorp，

ＨｉｒｏｓｈｉＳＡＫＵＲＡＩ；EngineeringＡｃａｄｅｍｙｏｆＪａｐａｎ

ＫｕｎｉｋｏＭＵＲＡＩ（secretaryofworkinggroup）
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伽日本工学ｱｶﾃ゙ ﾐー
〒100-0005東京都千代田区丸の内１－５－］

新丸ビル４－００７

ＴＥＬ：（03）3211-2441

ＦＡＸ：（03）3211-2443
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